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【要約】 
 
Protein O-fucosyltransferase 1: a potential diagnostic marker and therapeutic 
target for human oral cancer 
(Protein O-fucosyltransferase 1 は口腔癌の診断マーカー、治療標的になりうる) 
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【目的】Protein-O-fucosyltransferase 1 (POFUT1) は、fucoseを O-グリコシド結合
によって、多くの細胞の表面や分泌タンパクに存在する EGF様リピート構造のセリ
ン・スレオニン残基に付加する酵素である。個体発生の体節分化に関与するほか、急
性骨髄性白血病や神経膠芽腫、大腸癌等に関与するという報告がある。以前我々が行
った口腔癌細胞を用いたマイクロアレイ解析において、POFUT1は有意な発現亢進を
示した。本研究は、口腔癌細胞株、口腔癌臨床検体における POFUT1の発現状態を確
認し、その機能的意義を明らかにすることを目的とした。 
【方法】口腔癌細胞株 5株を用いて定量的 RT-PCRおよびウエスタンブロットを行っ
た。また手術検体 128例を用いて定量的 RT-PCRを行った。免疫組織学的染色も行
い、IHCスコアを算出して臨床指標と比較解析した。さらに shRNAを用いて
POFUT1の発現を抑制した細胞株を作製し、細胞増殖能試験、細胞浸潤能試験、細胞
遊走能試験を行った。 
【結果・考察】正常口腔上皮細胞と比較し、5つの口腔癌細胞株の全てにおいて，
POFUT1の発現がmRNAレベル，タンパクレベルともに有意に上昇していた。同様
に臨床検体においても、正常口腔上皮組織と比較し POFUT1の発現が有意に上昇して
いた。IHCスコアと臨床指標を比較解析したところ、T-primary tumor sizeにおいて
有意な正の相関関係を認めた。POFUT1の発現を抑制した細胞株 2株において、細胞
浸潤能試験、細胞遊走能試験ではコントロールとの有意差は認めなかったが、細胞増
殖能試験では有意な細胞増殖能の低下が確認された。 
【結論】POFUT1は口腔癌において高発現を示し、口腔癌増殖に関与することが示唆
された。 
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